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坂 口 安吾 



い き 

呼吸で も 苦しくな つたの か ネクタイ をち ぎる やうに 引 

きはづ して 椅子へ 落 込んだり した。 

「太郎 さん、 君 は 恋をして ゐる くせに —— 」 と 私 は 笑 

ひながら 言った。 

「そんな 無駄 を考 へる 時間が よく ある もんだ ね」 

けれども 他人の 言葉 は あの人の 耳に は ひらなかった 

に 相違ない。 あの人 は 私の 部屋へ 訪れて きても、 自分 

の 言 ふこと だけ を 言 ひ、 自分の 考 へだけ を 追 ひ、 そし 

て、 時々 うろ/^ あたり を 見廻した と 思 ふと ふと 坐る 

場所 を 変へ たりした。 私 はふき だしたり 欠伸 をしたり 

しながら 黙って 太郎 さん を 眺めて ゐる のが 面白かった。 



の 信者で あったり 能楽が 好きだつ たりした ので、 考へ 

方が 偏狭で お 花さん の 気持 を 思 ひやる y J とがで きな か 

つた。 寧ろ 太郎 さんに 同情 を 寄せ、 娘 は 変質者の 狂つ 

た 気持で も 持って ゐ るので なければ、 不良少女の 濁つ 

た考 へが あるので はない かと 心配した りする ので あつ 

た。 母 一人娘 一 人の 生活 だから 心配 は 彼女 を 痩せさせ 

る 程だった。 

「花 子 は 女優なん かにな つたの がいけ なかつ たんで せ 

うね」 

彼女 は 私 をお どく 眺めて、 まるで 怯えき つた 様子 

で 言 ふこと があった。 



ゆく つて、 みっともな くって、 見ち や ゐられ ねえ や、 

唐変木め！」 

なぞと 眩いた。 かなり 颯爽と して 威勢の よい 眺めで 

あった。 けれども それから 四 五分 もす ると、 同じ 方角 

にシ クン/ \ と 音が する ので 眺める と、 こんど 彼女 は 

泣き ぢ やくりな が ら、 息をつめて 行李 へガラ クタ を 押 

しこんで ゐた。 私 は 変化 ある 眺めの ために 全く 退屈し 

なかった の だ。 

訣別の 日が きた。 

太郎 さんと 私 はお 花さん 親子 を 東京 駅へ 送って 行つ 

ちと 

た。 昼の 列車だった の だ。 私自身が 入場券 を購 めた の 
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